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  事業概要 

協会けんぽでは加入者の皆様へ、ジェネリック医薬品に切り替えた際の軽減額通知をお送りしており  
（例年8月と2月）、この通知を受け取った方のうち、約35％の方が切り替えをされています。 
金額を具体的に知ることで、切り替えのきっかけにもなっています。  
 

そこで、切り替えのきっかけを作るために①平成30年8月から9月、②平成31年2月から3月の両期間 
において、ご協力いただける県内薬局にて処方箋をお預かりした際、ジェネリック医薬品に切り替えた場合 
の試算（お見積り）を即時にしていただきます。 
 
生活習慣病薬を服薬している患者は定期的に来局していると思われるが、これまでジェネリック切り替えの
会話をしづらかった患者に対しても、来局時の処方箋での具体的な金額を提示し、比較できることで切り
替え提案のきっかけになりうる。 
なお、特別なシステムを組む必要がなく既存の業務の延長線上でできる旨確認済み。 
（所要時間は1分程度） 
 
その後、 協会けんぽにて動向等を分析。 

ご参考（28年度 静岡支部実績） 

年間通知件数 162,673人 

【概要】 

〈患者様のイメージ〉 ① ② ③ 
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ジェネリック割合の向上 
 

コストが比較的抑えられる 
 
 

 
 
なし 
 

 
薬局 

 

 

 
「ジェネリックにしてみようかな」 
 というお客さんの流入 
 

切り替え提案が会話の糸口になる 
 
 

他の薬局と差別化 

 
 
 
チェーンドラッグストアなど 
繁忙な薬局は困難 
 

 
本人 

 

 

 
その場で比較して選べる 
 

自身で選んだという気持ち 
➣ジェネリックを継続 
 

 

 
なし 
 

強いてあげれば 
「変更不可」にジレンマ 
➣ただし今後の知識に 
 

  事業概要 

 事業対象者 

○県内薬局        連携にて無料で「ジェネリックお見積り」の実施  

○軽減額通知対象者  参加薬局の利用加入者 
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 広報の方法 

協会けんぽ静岡支部では、「ジェネリックお見積り」を実施いただく薬局を 
下記の方法で案内。 

（1） 協会けんぽ静岡支部ホームページ  

（2） ジェネリック軽減額通知（加入者送付用） 

（3）広報誌 協会けんぽからのお知らせ（事業所用） 

30年8月送付分  県内100,971件    （8月中旬送付済） 

ジェネリックお見積り  検索 

31年1月号全体版  県内58,000社 （1月下旬送付予定） 

加入者向け軽減額通知にて「ジェネリックお見積り」のお知らせを実施。 

専用ページにて、実施薬局を紹介。 

県内事業所へ送付する広報誌にて「ジェネリックお見積り」のお知らせを実施。 

31年1月号電子版  県内10,000社 （1月31日送付予定） 

31年2月送付分  県内約100,000件   （2月中旬送付予定） 
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④結果を報告 

③結果の記入 

①患者様来店 

  薬局でのジェネリック試算の流れ 

②試算の提示 

処方箋お預かり時、 
業務の妨げにならない範囲でジェネリックに切り替えた場合の試算を実施。 

試算の結果（お見積り額）を患者様へお伝えする。 

患者様のジェネリックへの切り替えの有無を記録。 

協会けんぽにて、動向等を分析。 

協会けんぽへ月締めで、結果を報告。 

⑤試算カードを集計・分析 
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  ジェネリックお見積りによる効果検証（途中経過） 

 薬局より平成31年2月から3月実施分の切り替え結果を回収し解析 

 参加薬局へ、今後の実施に向けた要望、改善点などをアンケート聴取 

 参加薬局のジェネリック割合の検証 
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（母数：90,776人） 
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（母数：1,349人） 

今後の検証予定 

◎全年代（注）において、ジェネリック医薬品への切り替え率が高い 
 （軽減額通知：約35％ に対し ジェネリックお見積り：約57％） 
◎特に20歳～40歳代の切り替え率が高い 

（注）軽減額通知対象年代：20～74歳に合わせて、ジェネリックお見積りも分析・比較 

軽減額通知と比較して 
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